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 転写因子 c-Myb の DNA 結合ドメイン R2R3 と、R2 疎水性コアにあるキャビティを小さ

くすることで運動性を抑えた V103L R2R3 変異体について、天然存在 13C を観測することで、

側鎖メチル領域の運動性の違いを解析した。高磁場メチル領域に観測される Val107 側鎖メ

チルに由来するシグナルが、V103L R2R3 変異体では観測されたのに対して、野生型 R2R3

では観測されなかった。これは野生型 R2R3 の運動性の大きさを示唆し、他の実験結果を

裏付ける知見が得られた。Endo-1,3-β-glucanase の C 端側に位置する糖結合モジュールにつ

いて、15N-ユニフォームラベル化試料を調製し、HSQC スペクトル測定を行った。その結果、

シグナルブロードニングの程度が大きかったことから、溶媒条件などを再検討することと

した。3α-hydroxysteroid dehydrogenase について、15N-Tyr ラベル化試料を調製し、ヌクレオ

チド補因子添加に伴うシグナル変化を観測した。各部位で程度の異なる変化が観測され、

結晶構造で得られた構造変化の結果が支持された。  
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